
4最低基準、5 費用設定、6 給付方式  

市場原理に基づく  

直接契約・バウチャー方式  

新たな保育の仕組み  

（「サービス保障の強化等＋財源確保」案）  

現行制度維持  
（「運用改善＋財源確保」案）  

○所得にかかわりなく一定の質の保育を保障するため、保育の低温（公費による補助額＋利用者   
負担板）を公定。【公定価格】  

5 費用設定  



市場原理に基づく  

直接契約・バウチャー方式  

新たな保育の仕組み  
（「サービス保障の強化等＋財源確保」案）  

現行制度維持  
（「運用改善十財源確保」案）  

の罫が異なることはあってはならず、最低限の  最低基準のあり  

方  

○ 地域によって子どもに   

水準を確保すべき。   ビスにバウチャー  当を可能とする  

○ 子どもの最善の利益を保障し、子どもの健やかな育ちを支援するため、保育を直接受   
ける子どもの視点をいかに担保できるかという視点に立って、保育の質の維持・向上を   
図っていくことが必要。  

その上で、保育の質を考える上では、子どもとともに親が成長することの支援、子ど   
もと親が地域社会とのつながりを強める場としての機能、保護者と保育所がともに子ど   
ものことを考える環境、保護者の満足感等の視点も重要。  

○ 親支援の必要性、障害児の受け入れの増加、一人親家庭の増加等、家庭環境の変化等   
に伴って保育所に求められる役割や、専門性の高まり等に対応した柳盈旦   
配置、保育士の処遇、二軒∃爛について、財源確保と併せさらに検討。   

※ 保育の実施に責任を有する市町村が保育所の質の確保のために取り組むことや  
第三者評価も含めた各保育所の運営の検証▲・評価の取組を進めることなども重要。   

※ 保育の質の維持・向上のためには、行政による監査の徹底・強化、保育士と子ども  

との間の安定的関係の観点から離職率といった点を把握・点検できる仕組み、保育士   

の職場環境が変わる中実際の保育現場で冥践できる保育士の育成・研修、保育士の  
特性と能力を最大限発拝するための職場のマネジメントなども重要。   

○ 施設長や保育士に対する研修の制度的保障の強化や、実務経験と研修受講を通じて旦   
テツプアツプが図れる仕組塾（専門性ある保育士や、現場の保育士を指導助言する役割   
など）について、また、研修の受講を可能とするためにも配置基準の見直しについて、   
財源確保と併せさらに検討。  

○ さらに、実務経験と研修受講を通じステ、Jプアツプした者の配置に関しては、給付に   
おいて評価する等により、処遇改善を併せて進めていくことについて、財源確保と併せ   
さらに検討。   

※ 量の抜本的拡充を進めるに当たり必要な保育士の計画的養成につき、さらに検討。   
※ 研修の制度的保障の強化に当たっては、認可保育所のみならず、認可外保育施設ま  

で含め、地域内のすべての保育従事者に対して行うものとする方向で、さらに検討。  

保育の質の具体  
的向上  

○ 患皇（市場において選択されない事業  
者の撤退）により、質の確保を図る。  
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8 認可外保育施設の質の引上げ  

現行制度維持  新たな保育申仕組み   市場原理に基づく  

（「運用改善＋財源確保」案）   （「サービス保障の強化等＋財源確保」案）   直接契約tバウチャー方式   

認可外保育施設  可外を問わず、バウチャーを  

の質の引き上げ  
充当可。  

により対応すべき。  ぎ芝  

弊どの水準の施設まで経過的な最低基準到  

達支援の対象とするかはさらに検討。  

翠無資格の従事者が業務に従事しながら資  
格取得を図れる仕組みを含め、認可外保育  
施設の従事者に対する蕗のあり方等をさ  

寮最低基準を満たす保育の量の拡充や、認  

【’†  



9 地域の保育機能の維持・向上  
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10 多様な保育サービス  

現行制度維持   新たな保育の仕組み   市場原理に基づく  

（「運用改善＋財源確保」案）   車サービス保障の強化等＋財源確保」案）   直接契約・バウチャー方式   

休日保育  ○ 保育のサービス保障の基本的な仕組み  0 保育のサービス保障の基本的な仕組み   ○ 保育のサービス保障の基本的な仕組み  

夜間保育  
が以下のとおり。   】が以下のとおり。   が以下のとおり。  

・現行制度を維蹴（、に る「   個人に一定額のバウチャーの翌給権 

の婁解義務lの履行を通じた保障）   

・ただし、現行の「保育の実施義務」に   
関する風致盟足（付近に保育所がない等   

やむを得ない場合は、その他適切な措置   
で足りる）については、より厳格な運用  

を 血生L（市町村にバウチャーの給付義務）  

を行うよう市町村に周知徹底。  

¢曜日や時間帯を問わず、個人に必要な保  
○利用者が一定額のバウチャーに自己負  

○認可保育所の中での実施の要否を市町   担を上乗せし、市中の事業者と直接契約。  
村の判断に委ねた上で、必要なかかり増  恕 利用者が限られ、需要が分散しているこ   実施保育所数は、市場に委ねられる。  
し経費を奨励的に補助する仕組み。実施  と とにかんがみ、市町村による計画的な基盤  
保育所数は抑制可（認可に裁量性。また  弓 整備の仕組みをさらに検討。  
補助対象も裁量的判断。）。  簸児童人口が少ない等により、市町村単位  

では需要がまとまらない地域における実施  

方法について、さらに検討。  
凋醸顛凍軸針  
鍛練吟勲た掬率ボ不十分琴海れば三 

必要な基準等について、さらに検討。  
里綾瀬鮭璃擬損壊勲串榔頼㌢  

㍊顧軽穀粒華掛鱒捌帯革参加が  
謙楽観薄紙＊瀬頗暗に糾常 

●；・‡香わ拡充が十分転進黍疎や．云 て二〔想定され苺課患】．′  
瀬索華軽率頑三薄軽重和子必革† 
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10 多様な保育サービス（続き）  

現行制度維持   新たな保育の仕組み   市場原理に基づく  

（「運用改善＋財源確保」案）   （「サービス保障の強化等＋財源確保」案）   直接契約・バウチャー方式   

延長保育  ○ 基本的に休日・夜間保育と同じ。   ○基本的枠組みは休日・夜間保育と同じ。  

特定保育  （就労量に応じ、保育の必要量が認められる  

ことに伴い、連続的にサービス保障がなさ  

れる。）  

0延長保育については、利用者ごとに、給  
付上限量（時間）を、例えば過当たり2～  
3区分程度で判断。働き方の見直しが同時  
に進められるべきであることを踏まえ、就  
労時間と通勤に要する時間を考慮し、さら  
に検討。  

※当該時間を超える利用（超過勤務等に伴  
う利用）に対する財政支援のあり方につい  

てはさらに検討。  

鱒延長保育利用者が少ない場合に、ファミ  
リサポートセンター等を含め、子どもにど  

のように最適な保育を提供していくか、さ  

らに検討。  

事≡二≡ト綺付上限豊葱超え㊨勅用笹牛虎め支酪  
藩礫弼掛再蝉方鱒混藩いこ積極的謡 
事琴車中阜担軽減嘩車掌義輝せて検討よ ‥【想定きれ各課鹿】≡、≡‥二‥二  ‘さ ∴＝ u   

小規模なサービ  ○ 家庭的保育（保育ママ）事業に加え、新たな小規模保育サービス類」を創設。（※必   ○ 基本的に休日・夜間保育と同じ。   
ス類型の創設   要な基準等については、さらに検討。）   

病児・病後児  ○ 事業者参入に閲し、裁量性のない指定  ○ 利用者が一定額のバウチャーに自己負  

保育  
を導入。   担を上乗せし、市中の事業者と直接契約。  
○ 実績を評価しつつ、安定的運営も配慮し   実施保育所数は、市場に委ねられる。  
た給付設定をさらに検討。   

鱒働き方の見直しを同時に進めていく必要。  
娘子どもの健康・安全が確保される水準の  
保障とともに、利用しやすい多様なサービ  

多額め冬草阜埠を車乗せしをけ叫ま  スの量の拡充に向けた仕組みをさらに検討。   

球華定離掻鰯弧 半分準募粗い、L∴（こ阜村曙嘩格によサ常 

草本車軸軸翠桓音程麺軸な軒  綺軍黎が函与れる）、∴  

膚雫筆耕顕在催する卑恥j財源陛暗が 
轟   がJ払婁＿  



11情報公表一評価の仕組み  

現行制度維持  新たな保育の仕組み   市場原理に基づく  

（「運用改善＋財源確保」案）   ・（「サービス保障の強化等＋財源確保」案）   直接契約・バウチャー方式   

情報公表・評価  ○ 利用者のより良い選択、情報の公表を通】じたサービスの質の確保・向上等に向け、職員の雇用形態や経陰年数筈を含め、サービス   

の仕組み   の嘗に関する一定の情報について、事業 自 による日随公 の仕細みとともに．公的主 が 薫 からの帽 を 約して、客観灘  
にわかりやすく情報提供する仕組みを制度的に位置づけ、具体化していくことを検討  

○ 第三者評価については、評価機関の水準わ向上や評価項目のあり方、受審促進の方策等、より実効ある制度となるよう、さらに検  
討。  
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